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　そこで、本稿では、第 2 章で先行研究について概観し、第 3 章で実例を得た筆者の調査につい




































年 8 月 22 日から 2005 年 9 月 7 日までの間に断続的に行われた。話者は、1895 年（明治 28 年）
生まれから 1972 年（昭和 47 年）生まれまで、福岡・佐賀・長崎・熊本の 4 県出身の、男性 35







































































































































































































































































のような実例が得られた。佐賀県武雄市の話者 3 名から 1 例ずつ、長崎県西彼杵郡長与町の話者
1 名から 1 例、琴海町（現長崎市）の話者 1 名から 3 例の合計 7 例が得られた。
　さらに、「ヨッポド」が用いられた実例、すなわち、
（81）アー　ヨッポド　ウツクッサー。〔ああ　とても　美しいこと！〕（K1938M）









































































いる。実例の 8 例すべてが、人吉市の 1 人の話者から得られたものである。






















これらは、3 名の話者から 1 例ずつ、計 3 例が得られた。この助詞ヨについては、感動を表すも
のの、聞き手に向かって用いるというような認識は話者にはないようである。
　以上、「－サ」にいわゆる文末助詞が後接する実例について見てきたが、用いられる助詞は、




























































































































が 1 例、「会エテ　ウレシサー」が 1 例得られた。（144）のコギャンは「こんなに」の意である。
この他に「残シテ　モッタイナサー」の実例が他に 3 例得られた。（145）と同様の「アッテ　ウ
ラヤマッサー」は他に 3 例、「アッテ　良サー」が 1 例得られた。（146）と同様の「広ーシテ　良
サー」も他に 1 例得られた。（147）は、「犬が吠えて恐ろしい」ということを詠嘆的に表現したも
のだが、「吠エテ　オソロッサー」が他に 1 例、「吠エテ　オトロッサー」が 1 例、「吠エテ　エッ
サー」が 1 例得られた。（148）のセカラシカは、標準語の「うるさい」の意だが、「来テ　セカ





















分けられるが、このうち本稿で取り上げたβ型は、単文のβ 1 型と複文のβ 2 型とに細区分でき
た。
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